
The Relationship between Employee Personality Traits, Work Performance, and

Mental Health in Telework

－ Using Structural Equation Modeling －
Xinle YANG, Yuji MIZUKAMI

テレワークにおける従業員の性格特性と業務効率・メンタルヘル
スとの関係性

ー構造方程式モデリングによるー

日大生産工(院) ○YANG XINLE 日大生産工 水上祐治

1. まえがき
近年、情報通信技術の進展や働き方改革の推
進により、テレワークは多くの企業で普及して
いる。特に、COVID-19パンデミック以降、従
業員の日常的な労働形態はテレワークやリモ
ートワークとなり、業務プロセスの見直しは変
化があった。テレワークは通勤時間の削減や柔
軟な勤務時間といった利点をもたらす一方で、
従業員として孤立感の増加、業務と私生活の境
界曖昧化、メンタルヘルスの課題などの新たな
問題も顕著になっている。
本研究は、従業員の性格特性（特にビックフ
ァイブ）がテレワーク下での業務効率（パフォ
ーマンス）およびメンタルヘルスにどのように
影響するかを明らかにすることを目的とする。
さらに、これらの関係性を構造方程式モデリン
グ（SEM）を用いて検証することで、直接と
間接効果を統合的に把握し、テレワーク環境に
おける適切な人事施策や支援策の設計に寄与
することを目指す。

2. 問題背景と先行研究
2.1 個人属性の影響
個人属性は従業員のパフォーマンスとメン
タルヘルスに多面的な影響を与える。教育水準
はパフォーマンスに有意な正の影響を与える
ことが実証されている[1]。職級に関しても、業

績評価制度の認識や動機付けを通じてパフォ
ーマンスに影響することが明らかになった[2]。
メンタルヘルスについては、年齢層ごとに異
なるリスクに直面し[3]、性別と職種の交互作
用効果が重要である[4]。また、教育水準とメ
ンタルヘルスには正の相関があり、特に女性で
顕著である[5]。これらを見ると、個人属性（年
齢、性別、教育水準、仕事経歴、職級、職務種
類）が、それぞれ独自のメカニズムでパフォー
マンスとメンタルヘルスに影響を及ぼすこと
が示唆される。
2.2 仕事の負荷の影響
仕事の負荷は、適度なストレスを通じてパフ
ォーマンスを向上させるが、過度の負荷は逆効
果となる[6]。一方、業務負荷の増加はメンタ
ルヘルスを大きく悪化させることが実証され
ており[7]、特に在宅勤務では仕事と生活の境
界が曖昧になるため、この負の影響がより顕著
になる可能性がある。
2.3 パフォーマンスとメンタルヘルスの双方
向関係
JD-RモデルおよびYerkes-Dodson法則に
よれば、パフォーマンスとメンタルヘルスは相
互に影響し合う。良好なパフォーマンスは達成
感や承認を通じてメンタルヘルスを向上させ、
逆に良好なメンタルヘルス状態は高いパフォ
ーマンスを維持するための前提条件となる。
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2.4 性格特性の影響
BarrickとMountのメタ分析研究により、ビ
ッグファイブ人格特性の中で誠実性が職務パ
フォーマンスの最も有力な予測因子であるこ
とが実証された[8]。テレワークでは自律性と
責任感が特に重要となり、外向性や開放性も新
しい働き方への適応に影響する。
メンタルヘルスについては、神経質傾向が負
の影響を与え、外向性、協調性、誠実性が正の
影響を与えることが明らかになっている[9]。
在宅勤務では、高神経質者は孤独感や不安を経
験しやすく、外向性の低い個人は対人交流の欠
如により影響を受ける可能性がある。
2.5 仕事環境要因の影響
在宅勤務に関するシステマティックレビュ
ーでは、組織支援、コミュニケーション品質、
家庭環境からの干渉、ITリテラシーなどの要因
が、パフォーマンスとメンタルヘルスに有意な
影響を与えることが示された[10]。
2.6 メンタルヘルスと組織文化の関係
感情理論によれば、個人の感情状態は感情伝
染メカニズムを通じてチーム雰囲気に影響を
与え、組織文化を形成する。従業員のメンタル

ヘルス状況は仕事への投入度や組織コミット
メントに影響し、最終的に組織文化の形成と進
化に影響を与える。
既存研究では、各影響要因がパフォーマンス
やメンタルヘルスに与える影響を個別に検証
してきた。しかし、テレワークで、これらの要
因が相互作用し複合的に作用するメカニズム
は未解明である。個人属性、性格特性、仕事の
負荷、仕事環境要因を統合し、構造方程式モデ
リングによるパス解析を実施することで、パフ
ォーマンスとメンタルヘルスの相互関係を含
む包括的な影響メカニズムを明らかにする。

3. モデル構築と仮説説明
3.1 研究モデルの構築
本研究は、テレワークにおける従業員のパフ
ォーマンスとメンタルヘルスに影響を与える
要因を、「人的要因」と「仕事要因」の二つの
大維度から分析するモデルを構築した。Fig. 1
に示すように、本研究モデルは三つの階層から
構成される。
第一階層は「人的要因」であり、性格特性と
個人属性を含む。性格特性は、開放性、誠実性、

Fig.1 パス分析のモデル
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外向性、協調性、神経質傾向の五つの次元から
構成される。個人属性は、年齢、性別、教育水
準、仕事経歴、職級、職務種類を含む。人的要
因は、パフォーマンスとメンタルヘルスに直接
的および間接的な影響を与える先行要因であ
る。
第二階層は「仕事要因」であり、仕事の負荷
と仕事環境要因を含む。仕事の負荷は、仕事量、
仕事時間、仕事の難しさ、仕事の緊急性から構
成される。仕事環境要因は、業務支援ツール、
仕事障害、組織の文化から構成される。仕事要
因は、人的要因の影響を受けつつ、パフォーマ
ンスとメンタルヘルスに直接的な影響を与え
る媒介要因である。
第三階層は「結果変数」であり、パフォーマ
ンスとメンタルヘルスである。パフォーマンス
は、同僚からの評価、ボーナス、仕事の量/仕
事時間、出席率、会議中の表現の五つの観測変
数から測定される。メンタルヘルスは、職業性
ストレス簡易調査票により測定される。本モデ
ルの特徴として、パフォーマンスとメンタルヘ
ルスの間に双方向の因果関係を仮定している。
本研究は、構造方程式モデリングを用いて、各
観測変数の変化を通じた潜在変数への影響を
分析し、各要因の相関性と影響メカニズムを明
らかにする。

4. 研究方法
4.1 研究デザイン
本研究は、構造方程式モデリング（SEM）
を用いて、テレワークにおける従業員のパフォ
ーマンスとメンタルヘルスの影響要因を検証
する量的研究である。
4.2 アンケートの設計
アンケートは以下の6つのパートから構成さ
れる。
Part 1：個人属性－年齢、性別、教育水準、

仕事経歴、職級、職務種類の6項目

Part 2：仕事の負荷－仕事量、時間、難しさ、
緊急性、ストレスに関する5項目（7
段階尺度）

Part 3：性格特性－日本語版Ten Item
Personality Inventory（TIPI-J）を
使用し、ビッグファイブ人格特性を
10項目で測定（7段階尺度）

Part 4：仕事環境要因－業務支援ツール、仕
事の邪魔要因、組織の文化で各3項
目（7段階尺度）

Part 5：パフォーマンス－複数の同僚による
評価。責任感、協力度、コミュニケ
ーション、効率性、総合評価の5側
面（5段階尺度）

Part 6：メンタルヘルス－職業性ストレス簡
易調査票を使用

4.3 データ収集
調査対象は、週3日以上在宅勤務を実施して
いる正社員とし、200名以上のサンプルを収集
する。
4.4 データ統合と分析方法
SPSSおよびAmosを用いて以下の分析を実
施する。
（1）データ統合：個人属性、仕事の負荷、性

格特性、仕事環境要因の4パートのデータ
と、パフォーマンス評価（総合得点）、メ
ンタルヘルス測定値を統合し、欠損値・外
れ値の処理を行う。

（2）信頼性・妥当性分析：クロンバックα係
数（α≥0.7）を算出し、Amosで確認的因
子分析を実施する。

（3）構造方程式モデリング：Amosを用いて
最尤法により相関係数を算出し、変数間の
関連性を確認し、パラメータを推定する。
モデル適合度（χ²/df≤3、CFI≥0.90、
RMSEA≤0.08）を評価し、各パス係数の
有意性（|t|≥1.96、p<0.05）を検定して仮
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説を検証する。ブートストラップ法により
間接効果を検定する。

5. まとめ
本研究は、テレワークにおける従業員のパフ
ォーマンスとメンタルヘルスに影響を与える
要因を包括的に解明することを目的としてい
る。先行研究のレビューに基づき、個人属性、
性格特性、仕事の負荷、仕事環境要因を統合し
た多層次の研究モデルを構築した。
本研究では、異なる条件がテレワークのパフ
ォーマンスとメンタルヘルスに与える影響を
明らかにすることにある。特に、性格特性がテ
レワーク適応に与える影響を重点的に分析し、
どのような性格特性を持つ従業員がテレワー
クに適応しやすいか、またどのような性格を持
つ者がメンタルヘルスの問題に直面しやすい
かを明らかにする。
今後は、200名以上のサンプルを対象とした
データ収集を行い、SPSSおよびAmosを用い
て性格特性とパフォーマンス、メンタルヘルス
の関連性を検証する。本研究の成果により、企
業はテレワーク導入時に、従業員の性格特性を
考慮した人事配置決定が可能になることが期
待される。具体的には、テレワークに適した性
格特性を持つ人材の配置、および適応が困難な
性格特性を持つ従業員に対する支援策の提案
を通じて、テレワーク制度の効果的な運用と従
業員のパフォーマンス向上、メンタルヘルス維
持の両立に貢献することを目指す。
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